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していたか らである.こ れ こそ、一石二鳥である。天然脱





























































































図1ビ タ ミンCの 効 果
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に添 加 す る事 がで き る 多 糖 類 の プ ル ラ ン(pullulan)16)の 利
用 が 至 極 良好 で あ る事 も分 か っ た 。 この よ う に して 作 成 さ
れ た紙 は 、 口 に入れ て も危 険 はな い し、赤 ち ゃん が し ゃぶ
って も大 丈夫 で あ る 。
実際 、一 本 の ケナ フ で どの く らいの 紙 が漉 け るの です か?
とよ く聞か れ る 。工 場 で 処 理 した 量 か ら換 算 で き る が 、 こ
れで は 現実 性 が な いの で 、乾 燥 した 青皮2号 の細 い茎 で求 め
た 研 究 室 の 値 を示 して お き た い 。
使 用 した材 料:乾 燥 青 皮2号 、長 さ30cm.直 径1.3cm(平
均 値)、 円周3.5cm(平 均 値)、 重 量3.989
得 られ た 皮 と芯:皮1.4g、 芯2.5g(皮 と芯 の比 は1:1。8)
.作成 で きる紙 の枚 数 と重 量(葉 書大 の 紙 を作 成 し、残 ったパ
ル プ も重 量 で 換 算 した):学 生 が頑 張 って 、葉 書 大(平 均10.
2cm×15.7cm)の 薄 い紙 を8枚 漉 いて くれ た もの のそ れ ぞ
れ の 重 量は 、 各0.35、0.37,0.36、0.32,0.27,0.26、
0.25及 び0.20gで あ っ た 。 さす が に0.20gの もの は 薄 い 。
しか も 、 ケ ナ フ で こ こ まで 漉 け る事 も分 か っ た 。通 常 の 葉
書の 厚 さの もの は、大 体2.0～2.5gぐ らいな ので 、上の パ ル
プ で は 、薄 い葉 書 がや っ と2枚 漉 け る とい う程 度 で あ っ た 。
最 近 の ケ ナ フの無 薬 品 ・無 漂 白で 処 理 した廃 液 の状 態 を
述 べ て お く。 各 工程 にお け る匂 いは 良好 で あ り、 当然 、 蒸
解 後 が 一 番 強 く、そ れ で も決 して 悪 い もの で は な か っ た 。
ま た 、各 廃 液 のpHは 、乾燥 した ケナ フの場 合 、ほ とん ど各
工 程 に変 化 が な く、pH7.0～6.8で あ った 。新鮮 な生 の ケ ナ
フの 処 理 で は 、蒸解 後 のpHが6.5を 示 し、酸 性 成 分 の 溶 出
が 考 え られ た 。 しか し、この 値 は 、ほ とん どの 水 のpHに 近
く 、pHに も 問題 が な い事 が 明 らか と な った 。























炭素COZ吸 収速度の測定 も続けて いるし、ケナフのDNA検
討による種類の違いと確認研究も開始している。いずれこ
れらの研究成果 も報告する予定である。
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